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水洗いによるバラの残留農薬除去効果の調査及び最適な洗浄方法の調査と検討 
 

神戸女子大学家政学部家政学科  
坂本 秋穗 

 
1. はじめに 
 バラは、ポリフェノール、ビタミンC、食物繊維などの高い栄養価があり、美肌効果が期
待できるため料理や化粧品として活用されている(1)。 
しかし、観賞用バラの出荷量は年々減少しており、フラワーロスが問題とされている(2)。

そのため近年では、SDGs や環境の観点から破棄される花を再利用することでフラワーロス
を減らす取り組みや研究が自治体や個人、企業で多数行われている。その一方で公園やテー
マパークにおいて発生する摘花の破棄に関しての取り組みは少なく、まだ十分ではない。そ
こで、フラワーロスを減らす取り組みとして、2023 年度卒業生である別所優奈が須磨離宮
公園に咲くオリジナルローズである「茜離宮」の摘花調査を行った。その結果、夏に 3599
ｇ、秋に 270.9ｇ、合計 3869.9ｇのバラの花弁が摘花されており、そのうち「「使用可能な花
弁」と「「使用不可な花弁」の 2つに花弁を仕分けると、夏は 61.5％（2214ｇ）、秋は 32.9％
（89.1ｇ）の花弁が「使用可能な花弁」であることが分かった(表 1)。 

この結果から、摘花されたバラの花弁 3869.9ｇのうち年間 2303.1ｇ（59.5％）の花弁が
使用可能な花弁でありそれらが破棄されていることが明らかとなった。 
野菜・果物等に用いられる農薬には、人が農薬を一生に摂取し続けても健康に影響がでな
い許容量「（残留農薬基準値）が定められているため須磨離宮公園で摘花されたバラを再利用
するにはバラに付着している残留農薬の除去が課題である。 
そこで、観賞用バラの残留農薬を検討するため、2023 年に別所がバラの再利用を目的と

して須磨離宮公園で摘花された茜離宮の花弁の残留農薬検査を行った。その結果、花弁を 20
回水洗いすると採取日から遡って１ヵ月より前に散布された農薬は検出されなかったと報
告しているが、水洗いでの最適な洗浄回数と残留農薬除去効果については明らかになって
いない。そこで本調査では、洗浄回数を増やすことで、摘花日から遡って 1ヶ月前までに散
布された農薬を除去できるのかを検証するため、⒈水洗浄を 30 回、⒉野菜などの農薬除去
を目的として使用されている家庭用農薬除去洗剤による洗浄について、残留農薬調査を行
った。 
 
2. 農薬について 
農薬取締法では、農薬とは「「農作物「（樹木及び農林産物を含む。以下「「農作物等」という。）

を害する菌、線虫、だに、昆虫、ねずみ、草その他の動植物又はウイルス「（以下「「病害虫」
と総称する。）の防除に用いられる殺菌剤、殺虫剤、除草剤その他の薬剤（その薬剤を原料
又は材料として使用した資材で当該防除に用いられるもののうち政令で定めるものを含
む。）及び農作物等の生理機能の増進又は抑制に用いられる成長促進剤、発芽抑制剤その他
の薬剤をいう。」とされ、また農作物等の病害虫を防除するための「天敵」も農薬とみなす
とされている(3)。また、農薬を使用する際には農薬取締法の基づき使用できる農薬として登
録されたもののみ使用できる。登録を行う際には、「「使用できる作物」や「「使用できる時期」、
「使用してよい量」などの「「使用基準」を決めており、農薬が登録されていても使用基準以
外の方法では使用してはならない(3)。 
また、野菜には、人が摂取しても安全と評価した量の範囲で、食品ごとに設定された残留
農薬基準が定められている(4)。また、野菜には農薬が残りやすい野菜と残りにくい野菜があ
り、可食部重量の軽い作物ほど農薬の残留量が多くなるとされていることから、しゅんぎく、
ニラ、チンゲンサイ等の葉菜類では、残留農薬が検出されやすい。その一方、キャベツ、玉
ねぎ、さつま芋など皮をむいて食べる野菜や土の中で育つ野菜には農薬が残留しにくい「（5）。 
 
3. 花の農薬について 

3.1 食用花 

花を栽培する際には、食用花と観賞用花の 2種類に分けられる。食用花はエディブルフラ
ワーと呼ばれており、飾ることも食べることも可能な花のことである。食用花は食べても
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毒性のない花や無農薬あるいは野菜の慣行農法もしくはそれに準じた基準にて農薬を使用
して栽培されており、残留農薬基準が定められている。武蔵野栄養専門学生らが東京都心
のスーパーマーケットや百貨店の商品販売所から購入した食用花の残留農薬について調査
した結果、市販されている食用花から「カルバリン」「クロロタロニル」「カルボフラン」
「カルベンダジム」「プロチオホス」「マラチオン」「テブフェンビラド」「ビテルタノー
ル」が検出された。また、「キャプタン」「クロルビリホス」「プロシミドン」はどの花か
らも検出されなかった(6)。その一方で、観賞用切花は残留農薬基準が定められていないこ
とや栽培する際に使用できる農薬が多いといった違いがある(7)。 
 
3.2 バラの農薬 
バラにはかかりやすい病害虫がある。バラがかかりやすい病気には、灰色カビ病、うどん

こ病、黒星病がある。また、バラの生育に被害を及ぼす害虫には、花弁を食害するマメコガ
ネや植物の汁を吸い生成を妨げるカンザワハダニ、若い枝に傷をつけ枝を衰弱させるアカ
スジチュウレンジ、新芽に穴をあけ侵害するクロケシツブチョッキリ、樹勢を著しく衰えさ
せるバラシロカイガラムシ、株全体を枯れさせるゴマダラカマキリ、新芽を食害するホソオ
ビアシブトクチバ、葉の表面を残し食害するヨトウガ、生育を阻害しすす病を誘発させるア
ブラムシ類がいる（8）。これらの病害虫を防除するためにバラの栽培には農薬が使われるこ
とが多い。表 1 では、バラがかりやすい病気を表 2 ではバラにつきやすい害虫を防除する
ための農薬とその有効成分を示したものである。 

 

4. 残留農薬除去 
 野菜の残留農薬除去方法には洗浄、加熱、皮むきがある。洗浄は水洗いや家庭用農薬除去
洗剤を使用して野菜の表面に付着している農薬の除去を行う。 
花の農薬の残留農薬除去方法には、洗浄、加熱がある。洗浄においては、水洗いのほかに
花用の家庭用農薬除去洗剤は市販されていないため、野菜用の家庭用農薬除去洗剤を用い
る必要がある。また加熱においては、花の劣化を最小限に抑えるため低温で加熱する必要が
ある。 
 
5. 残留農薬調査結果 
5.1 調査の概要 
本調査では、摘花日から遡って 1 ヶ月前までに散布された農薬を除去できるかを検証する
ため、須磨離宮公園正門前で令和 6 年 5 月 15 日に摘花した「茜離宮」の花弁を水洗い 30
回と須磨離宮公園噴水広場で令和 7年 1月 10 日に摘花した「「茜離宮」の花弁を家庭用農薬
除去洗剤(ベジセーフ)で洗浄し、それぞれ残留農薬検査を実施した。 
令和 6 年 5 月 15 日に摘花したバラの４月５月に散布された農薬を対象に 2024 年度国産

病気 農薬商品名 成分

クロチアニジン

フェンプロパトリン

メパニピリム

エムダイファー水和剤 マンネブ

クロチアニジン

フェンプロパトリン

メパニピリム

ペルメトリン

ミクロブタニル

サプロール乳剤 トリホリン

クロチアニジン

フェンプロパトリン

メパニピリム

ベンレート水和剤 ベノミル

黒星病

ベニカXファインスプレー

ベニカXファインスプレー

ベニカXスプレー

ベニカXファインスプレー

灰色かび病

うどんこ病

害虫 農薬商品名 成分

クロチアニジン

フェンプロパトリン

メパニピリム

アセフェート

クロチアニジン

ベニカ水和剤(幼虫用） クロチアニジン

ダニ太郎 ビフェナゼート

バロックフロアブル エトキサゾート

クロチアニジン

フェンプロパトリン

メパニピリム

ペルメトリン

ミクロブタニル

クロチアニジン

フェンプロパトリン

メパニピリム

アセフェート

クロチアニジン

クロチアニジン

フェンプロパトリン

ゴマダラカマキリ 園芸用キンチョールE ペルメトリン

ベニカS乳剤 ペルメトリン

オルトラン水和剤 アセフェート

ベニカS乳剤 ペルメトリン

オルトラン水和剤 アセフェート

クロチアニジン

フェンプロパトリン

メパニピリム

アセフェート

クロチアニジン

オルトランDX粒剤

アブラムシ類

カイガラムシエアゾール

ベニカXファインスプレー

オルトランDX粒剤

マメコガネ

カンザワハダニ

アカスジチュウレンジ

クロケシツブチョッキリ

バラシロカイガラムシ

ホソオビアシブトクチバ

ヨトウガ

ベニカXファインスプレー（成虫用）

オルトランDX粒剤(幼虫用)

ベニカXファインスプレー

ベニカXスプレー

ベニカXファインスプレー

表 1 バラがかかりやすい病気と防除するための農薬と成分 表 2 バラにつきやすい虫と防除するための農薬と成分 
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野菜・果物用一斉分析 188 項目で残留農薬調査を行った。また、須磨離宮公園で令和 7 年
1 月 10 日に摘花したバラは、摘花するまでの 1 月と 12 月には農薬が散布されなかったた
め、10月と 11 月に散布された農薬を対象に 2024 年度国産野菜・果物 
用一斉分析 188 項目で残留農薬調査を行った。 
 
5.2 水洗い 30 回の洗浄での残留農薬検査結果 
この調査で検体として使用したのは、須磨離宮公園正門前で生育され
た「茜離宮」（図 1）であり、令和 6 年 5 月 15 日に摘花した「使用可
能な花弁」を 30 回水洗いしたものである。30 回水洗いしたバラの花
弁の残留農薬調査は、摘花するまでの 5 月の間に散布された農薬を対
象として日本エコテック株式会社に依頼した。検査項目は 2024 年度国
産野菜・果物用一斉分析 188 項目で残留農薬検査を行った。 
 
5.2.1 水洗い 30 回の洗浄方法 
 残留農薬検査を行った検体の前処置について以下に示す。 
1. 花弁を 240g 測り、ボウルに入れる。 
2. 花弁の入ったボウルに満杯の水を入れ、ゆっくりと手でかき混ぜ

るようにして洗う。 
3. ボウルに入っている水を花弁が流れないように気を付けながら流

し捨てる。 
4. ボウルに残った花弁をサラダスピナーに入れ、時計回りに 10回、

反時計回りに 10回回し水を切る。 
5. サラダスピナーから花弁を取り出し、新聞の上に乗せたキッ 

チンペーパーで水気をふき取る。 
6. 2～５の作業を 1回として、30 回繰り返し行う。 
7. 30回洗浄を行った後、水気をふき取りバラの花弁をフリーザーバッグに入れ密封(図2)。 

 
5.2.2 令和 6 年 5 月 15 日に摘花されたバラに散布された農薬 
令和 6 年 5 月 15 日に摘花したバラに 4 月・5 月の間に散布された農薬を表 3 に示す。バ
ラを摘花するまでに散布された農薬は、5 月 2 日に「ラリー乳剤」、「アプローチ BI」が散
布され、5月 9日に「「ダントツ水溶剤」、「「オーソサイド水和剤」、「「アビオン E」が散布され
た。今回、検体として検査機関に提出した観賞用バラは、5 月 15 日に摘花されたものであ
るため、表 3に示す摘花までの１カ月の間に散布された「「ダントツ水溶剤」、「フルピカフロ
アブル」、「「ラリー乳剤」、「「オーソサイド水和剤」に含まれている有効成分のいずれかが検出
される可能性が高いと考えられる。 

また、4 月に散布された農薬である「スミチオン乳剤」、「オルトラン水和剤」、「ダコニー
ル 1000 フロアブル」、「アルバリン顆粒水溶剤」の有効成分は、検体提出時では残留農薬分
析の調査対象としていなかったが、2024 年度国産野菜「・果物用一斉分析 188 項目の中に含
まれており、分析可能であるため調査に加えるものとする。4月に散布された「「ジマンダイ
セン水和剤」の有効成分である「「マンゼブ」は 2024 年度国産野菜「・果物用一斉分析 188 項
目の中に含まれていないため、本来は個別で分析を行わなければならなかったが、検体提出

図 1 茜離宮 

 

図 2 フリーザーバッグに入れ
密封した 240ｇの茜離宮 

 

表 3 令和 6年 5月 15 日に摘花したバラに 4月・5月の間に散布された農薬 
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後に 4月に散布された農薬が分かったため、本結果には含まれていない。なお、展着剤であ
る「「ニーズ」、「アビオン E」、「スカッシュ」、「アプローチBI」の有効成分は残留農薬基準が
設けられていないため今回の調査には含まない。 
 

5.2.3 検査結果 
令和 6年 5月 15 日に摘花し、水洗い 30 回行ったバラの残留農薬検査の結果を表 4に示

す。2024 年度国産野菜・果物用一斉分析 188 項目のうち 6項目の有効成分が検出され
た。表 4に示す「散布日」は農薬を散布した月日を示し、「有効成分」は農薬に含まれる
成分を示している。「分類」は農薬の作用を示す。 
 残留農薬検査の結果から、5月 15 日に摘花したバラの検体には「アセフェート」が
0.03ppm、「メパニピリム」が 0.02ppm、「ミクロブタニル」が 0.01ppm、「キャプタン」
が 0.38ppm、「クロチアニジン」が 0.19ppm、「メタミドホス」が 0.01ppmの 6種類の成
分が検出された。検出された 6種類の農薬の有効成分のうち「メパニピリム」、「ミクロブ
タニル」、「キャプタン」、「クロチアニジン」の 4種類は、摘花されるまでの約３週間の間
に散布された農薬の有効成分であり、「アセフェート」は摘花されるまでの 5週間の間に
散布された農薬の有効成分であった。また、今回検出された農薬の有効成分である「メタ
ミドホス」はバラの摘花までの 4月と 5月の間に散布された農薬の以外の成分であった。 

表 4 残留農薬検査結果及び農薬散布日程 

今回、須磨離宮公園で摘花し、30 回水洗いを行った後、バラの残留農薬検査を行った。
その結果、「キャプタン」、「ミクロブタニル」、「クロチアニジン」、「メパニピリム」に加
え、摘花日からさかのぼって 5週間の間に散布された農薬の有効成分である「アセフェー
ト」が検出された。このことから、バラは農薬が散布されてから 5週間以内は農薬が残留
していることが分かった。また、散布された農薬以外の成分である「メタミドホス」が検
出された。 
バラには残留農薬基準値が定められており、表 5は検出された農薬の有効成分及び測定

値と残留農薬基準値をまとめたものである。農産物等の食品分類表ではバラの花は「その
他のハーブ」として分類されている(15)。そのため残留農薬基準の許容量とは、今回検出さ
れた農薬の有効成分検出量が「その他のハーブ」に定められた残留農薬基準値を超過して
いるかの有無を示したものである。検出された農薬の有効成分が残留農薬基準値を超えて
いた場合を「×」、超えていなかった場合「○」として表記した。 

表 5 検出された有効成分及び測定値と残留農薬基準値 

農産物等の食品分類表の「その他のハーブ」では、「キャプタン」は 0.05ppm、「クロチ
アニジン」は 10ppm、「ミクロブタニル」は 5ppm、「アセフェート」「メタミドホス」「メ
パニピリム」の 3つは一律基準である 0.01ppmの基準値が定められている(16)。 
残留農薬基準値と今回の調査で検出されたバラの有効成分の測定値と比較すると、「ク

ロチアニジン」、「ミクロブタニル」、「メタミドホス」は、今回の調査で残留農薬基準値以
下に除去することが可能であることが示唆された。しかし、「アセフェート」、「キャプタ
ン」、「メパニピリム」は残留農薬基準値を超えており、30 回の水洗いでは除去できないこ
とが明らかとなった。また、検出された有効成分のうち「メタミドホス」は日本では農薬

散布日 有効成分 分類 測定値（ppm）

4月11日 アセフェート 殺虫剤 0.03

4月25日 メパニピリム 殺虫剤 0.02

5月2日 ミクロブタニル 殺菌剤 0.01

キャプタン 殺菌剤 0.38

クロチアニジン 殺虫剤 0.19

散布されていない メタミドホス 殺虫剤 0.01

5月9日

農薬散布から摘花までの期間 有効成分 分類 測定値（ppm） 残留農薬基準値（ppm） 残留農薬基準の許容量

摘花日の5週間前に散布 アセフェート 殺虫剤 0.03 0.01 ×

キャプタン 殺菌剤 0.38 0.05 ×

クロチアニジン 殺虫剤 0.19 10 ○

ミクロブタニル 殺菌剤 0.01 5 ○

メパニピリム 殺虫剤 0.02 0.01 ×

散布されていない メタミドホス 殺虫剤 0.01 0.01 ○

摘花日から約3週間の間に散布
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登録されていない成分であり農薬取締法に基づき国内での使用は禁止されているが、「メ
タミドホス」は「アセフェート」の代謝物である（17）。そのため今回、検出されたと考え
る。 
以上より、水洗浄を 30 回では散布された農薬の有効成分を落とすことはできないこと

が明らかとなった。また、洗浄回数を増やすことはバラの花弁の破損につながることか
ら、水洗いでの洗浄は適していないと言える。 

 
5.3 家庭用農薬除去洗剤(ベジセーフ)を用いた洗浄での残留農薬検査  
この調査で検体として使用したのは、須磨離宮公園噴水広場で生育
された「茜離宮」(図 3)であり、令和 7年 1月 10日に摘花したバラの
花弁を家庭用農薬除去洗剤(ベジセーフ)を用いて洗浄した。 
 
5.3.1 家庭用農薬除去洗剤(ベジセーフ)を用いた洗浄方法 
1.「 花弁 167g を 2つのボウルに均等な重さになるように分けて入れ
る。 
2．花弁の入ったそれぞれのボウルに家庭用農薬除去洗剤(ベジセー

フ)75ml と水 750ml 入れ、ゆっくりと手でかき混ぜるようにして
洗う。 

3．花弁全体が水に浸かるようにラップで蓋をして、3分置く。 
4. ボウルに入っている水を花弁が流れないように気を付けながら流
し捨てる。 
5．ボウルに残った花弁をサラダスピナーに入れ、時計回りに 10 回、 
反時計回りに 10回回し水を切る。 
6. サラダスピナーから花弁を取り出し、新聞の上に乗せたキッチンペーパーで水気をふ

き取る。 
7．バラの花弁をフリーザーバッグに入れ密封する(図 4)。「 「  

   
5.3.2 令和 7 年 1 月 10 日に摘花されたバラに散布された農薬 
表 6は、この調査では 10月と 11月に散布された農薬である「パレード 20 フロアブ

ル」、「プレオフロアブル」、「ダコニール 1000 フロアブル」、「アファーム乳剤」、「オルト
ラン水和剤」、「ダントツ水溶剤」、「オーソサイド水和剤」、「スミチオン乳剤」、「フルピカ
フロアブル」の 10 種類の農薬が散布された。また、今回散布された展着剤である「アプ
ローチBI」、「アビオン E」、「スカッシュ」の有効成分は残留農薬基準が設けられていない
ため今回の調査には含まない。 

 

 
5.3.3 調査結果 
令和 7年 1月 10 日に摘花し、家庭用農薬除去洗剤(ベジセーフ)を用いて洗浄を行い、

バラの残留農薬検査を行った。その結果を表 11 に示す。2024 年度国産野菜・果物用一斉
分析 188 項目のうち「メパニピリム」、「キャプタン」、「クロロタロニル」の 3項目の有効

散布日 商品名 有効成分 分類

10月4日 パレード20フロアブル ピラジフルミド　 殺菌剤

アプローチBI ポリオキシエチレンヘキシタン脂肪酸エステル 展着剤

10月11日 プレオフロアブル ピリダリル 殺虫剤

ダコニール1000フロアブル クロロタロニル 殺菌剤

アビオンE パラフィン 展着剤

10月17日 アファーム乳剤 エマメクチン安息香酸塩 殺虫剤

オルトラン水和剤 アセフェート 殺虫剤

ダコニール1000フロアブル クロロタロニル 殺菌剤

アプローチBI ポリオキシエチレンヘキシタン脂肪酸エステル 展着剤

10月24日 ダントツ水溶剤 クロチアニジン 殺虫剤

オーソサイド水和剤 キャプタン 殺菌剤

アビオンE パラフィン 展着剤

10月31日 スミチオン乳剤 フェニトロチオン（MEP） 殺虫剤

パレード20フロアブル ピラジフルミド　 殺菌剤

アプローチBI ポリオキシエチレンヘキシタン脂肪酸エステル 展着剤

11月6日 スミチオン乳剤 フェニトロチオン（MEP） 殺虫剤

フルピカフロアブル メパニピリム 殺菌剤

スカッシュ ソルビタン脂肪酸エステル 展着剤

11月14日 オーソサイド水和剤 キャプタン 殺菌剤

アビオンE パラフィン 展着剤

11月21日 ダコニール1000フロアブル クロロタロニル 殺菌剤

アビオンE パラフィン 展着剤

11月28日 ダコニール1000フロアブル クロロタロニル 殺菌剤

アビオンE パラフィン 展着剤

図 3 茜離宮 

 

図 4 フリーザーバッグに
入れ密封したバラ 167ｇ 
 

表 6 令和 6年 5月 15 日に摘花したバラに 4月・5月の間に散布された農薬 
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成分が検出された。表７に示す「散布日」は農薬を散布した月日を示し、「有効成分」は
農薬に含まれる成分を示している。「分類」は農薬の作用を示す。 残留農薬検査の結果
から、1月 10日に摘花したバラの検体は、「メパニピリム」0.02ppm、「キャプタン」
0.1ppm、「クロロタロニル」2.4ppmの 3種類が検出された。検出された有効成分のうち
11月 14 日に散布された農薬の有効成分である「キャプタン」と 11 月 28 日に散布された
農薬の有効成分の「クロロタロニル」は摘花日から 2ヶ月以内に散布された農薬であり、
11月 6 日に散布日された農薬の有効成分である「メパニピリム」は摘花日の 2ヶ月以上前
に散布された農薬の有効成分であった。つまり、家庭用農薬除去洗剤(ベジセーフ)を用い
て洗浄しても、散布日から 2ヶ月前後の農薬が残留していることが明らかとなった。 

表 7 残留農薬検査結果及び農薬散布日程 

農産物等の食品分類表の「その他のハーブ」の残留農薬基準値と比較した結果、「メパニ
ピリム」は 0.01ppm、「キャプタン」は 0.05ppm、「クロロタロニル」は 2ppm の基準値が
定められており、検出された3種類の農薬全て残留農薬基準値を超えていた(表8)。つまり、
今回使用した家庭用農薬除去洗剤(ベジセーフ)では除去することができなかったことが明
らかになった。 

         表 8 検出された有効成分及び測定値と残留農薬基準値 

以上より、残留農薬分析により検出された 3種類の農薬全て残留農薬基準値を超えてお
り、今回使用した家庭用農薬除去洗剤(ベジセーフ)では除去することができないことが明
らかになった。 
 
6. まとめ 
本研究では、須磨離宮公園で令和 6年 5月 15 日に摘花したバラの花弁を水洗い 30回し

たものと令和 7年 1月 10日に摘花したバラの花弁を家庭用農薬除去洗剤(ベジセーフ)を
用いて洗浄したものをそれぞれ検体として 2024 年度国産野菜・果物用一斉分析 188 項目
で残留農薬調査を行った。その結果、30回の水洗いでは、摘花日から遡って 5週間以内に
散布された農薬がバラの花弁に残留していることが明らかとなり、水洗浄 30回しても散
布された農薬の有効成分を落とすことはできなかった。また、さらに洗浄回数を増やすこ
とはバラの花弁の破損につながることから水洗いでの洗浄は適していないと考える。 
次に、家庭用農薬除去洗剤を用いて洗浄を行ったバラの花弁には、摘花日から遡って 2ヶ

月前後に散布された農薬が残留していることが明らかとなり、今回使用した家庭用農薬除
去洗剤(ベジセーフ)では残留農薬を除去することができないことが明らかになった。 
以上２つの調査から、水洗浄、家庭用農薬除去剤を使用して花弁の洗浄を行ったが摘花

日から 2ヶ月前後までに散布された農薬が残留していることが明らかとなった。 
しかし、逆に考えると、農薬を散布してから 2ヶ月半以上経つと農薬が検出されなくなる
ことが示唆され、摘花までの 2ヶ月半の間は農薬の散布を控える、減農薬栽培を行うこと
でバラを安全に再利用することが可能であると考えられる。 
これらのことから破棄されている花を活用し、再利用することでフラワーロス問題や持

続可能な社会を目指した SDGs の取り組みに貢献できると考える。 
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散布日 有効成分 分類 測定値(ppm)

11月6日 メパニピリム 殺虫剤 0.02

11月14日 キャプタン 殺菌剤 0.1

11月28日 クロロタロニル 殺菌剤 2.4

農薬散布から摘花までの期間 有効成分 分類 測定値(ppm) 残留農薬基準値(ppm) 残留農薬基準値の許容量

摘花日から2ヶ月以上前に散布 メパニピリム 殺虫剤 0.02 0.01 ×

キャプタン 殺菌剤 0.1 0.05 ×

クロロタロニル 殺菌剤 2.4 2 ×
摘花日から2ヶ月以内に散布
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